
特集：参加体験型の実践教育の進化

先進の安全運転支援システムに対する
正しい理解の普及のために
自動運転技術が注目され、政府が安全運転サポート車（セーフティ・サポートカー・

略称：サポカー）の普及を図る中、衝突軽減ブレーキ（いわゆる自動ブレーキ）

搭載車の販売比率は 2014 年から急速に増え、2015 年には半数近くの新車に搭

載されました。Honda がこの夏発売した軽自動車N-BOX には、衝突軽減ブレー

キ（CMBS）を含む先進の安全運転支援システム「Honda SENSING」（下記参照）

が標準装備されています。このような新技術の普及拡大のためには搭載率の向上

に加えて、お客様にその機能の効果や限界について正しく理解していただく事が

重要です。

「Honda SENSING」の正しい理解の普及のためにはお客様に直
接手渡しで安全をお届けする営業スタッフの理解がポイントです。
そこで、安全運転普及本部（以下 安運本部）は Honda Cars（四
輪販売会社）のスタッフがお客様一人ひとりにシステムの正しい
説明ができると同時に販売店などでの試乗体験を安全に運営する
ための研修プログラムを作成。１１月に交通教育センターレイン
ボー埼玉で、埼玉県内の Honda Cars のスタッフ 23名を対象に
研修会を試行しました。研修会の座学では、「Honda SENSING」
の仕組みと作動原理を学習。その後、実車で衝突軽減ブレーキや
誤発進抑制機能を体験し、各機能の能力には効果と限界があるた
め、過信をせずに安全運転することの重要性を学びます。最後に、
お客様に安全運転に向けたアドバイスをするためのロールプレイ
や理解度を確認するためのテストを行い、１日にわたる研修会は

終了しました。研修会で講師を担当した本田技研工業（株）日本
本部営業企画部商品ブランド課主幹の吉田秀彦は「座学と体験に
よってスタッフの皆さんが「Honda SENSING」への理解を深
めることで、お客様によりわかりやすく説明ができると考えてい
ます」と話します。参加者からは「実際に体験したことで、機能
には限界があることを再認識できました」「衝突軽減ブレーキは、
警告音を聞いてから自分でブレーキを踏んでもぶつからずに止ま
れたので、とても安全な機能だと実感できました。お客様に自信
を持って勧められそうです」という声が聞かれました。
今後は、この研修会を全国で開催していく予定です。受講したス
タッフを通じ、お客様の理解を促進していくことで、真の安全の
普及に寄与できると考えています。

一人ひとりの運転習慣を可視化することで 
気づきを促し、行動変容へと導く
Honda の交通教育センター（P16参照）で開催している安全運転研修も、受講者一人ひとりにきめ細かく対応していくため、進化させています。

鈴鹿サーキット交通教育センターで研修内容の 1 つとして実施している運転習慣チェックプログラムは、実走行で計測した客観的評価と、運

転に対する質問に答える自己評価の結果を比較することで受講者に自身の課題に気づいてもらい、行動の改善につなげることを目的としてい

ます。同センターはプログラムのベースとなるシステムを（株）本田技術研究所の新しい車両解析技術を活用することにより、DSP

（Driving Style Proposal＝運転行動スタイル提案）システムとして刷新。2017年から本格的な運用を開始しました。

DSP システムへの導入によって、個々人の運転習慣の可視化がよ

り明確となり、評価への納得性が飛躍的に向上しました。受講者

一人ひとりの実走行データ（運転操作の状況やクルマの挙動）と、

一般的に安全とされる行動や操作を比較することで、受講者の新

たな気づきにつなげます。

鈴鹿サーキット交通教育センター所長の平井真さんは、より説得

力をもって受講者に伝えられるようになったと話しています。「運

転経験の長い参加者も『きちんとできているつもりだったが、デー

タを見て、できていないことがわかった』と納得していただける

ようです。２回の運転データを比較することで、どのように改善

されたかも受講者に確認してもらうことができます」。

DSP システムによる運転習慣チェックプログラムを利用した受講

者は「自分の運転行動が一目瞭然で示されるので、参考になりま

した。自分では気づかないことに気づかせてくれ、納得感があり

ます」と感想を語っています。

この運転習慣チェックプログラムは鈴鹿サーキット交通教育セン

ターでの様々な企業の安全運転研修で活用され、受講したドライ

バーのデータが蓄積されています。これらの蓄積から、自身の運

転行動が運転者全体の中で、あるいは所属する組織の中で、どこ

に位置するのかを示すことができ、より納得性の高い教育に結び

つけられると考えています。

新たな気づきへ

前走車・歩行者・対向車との衝突回避または被害軽減のための
支援を段階的に行う衝突軽減ブレーキの試乗体験

交通教育センターレインボー埼玉のインストラクターはお客様
への「Honda SENSING」の説明と合わせて、安全運転のため
のアドバイス方法も指導

座学では「Honda SENSING」の仕組みと作動原理を学習

研修会では参加者が互いにお客様役とスタッフ役になり、わか
りやすく説明するためのロールプレイも実施

Honda SENSING

①衝突軽減ブレーキ〈CMBS〉
②誤発進抑制機能
③後方誤発進抑制機能

④歩行者事故低減ステアリング
⑤路外逸脱抑制機能
⑥ACC〈アダプティブ・クルーズ・コントロール〉

⑦LKAS〈車線維持支援システム〉
⑧オートハイビーム
⑨先行車発進お知らせ機能

⑩標識認識機能
詳細は以下のホームページ参照。
http://www.honda.co.jp/hondasensing/

DSP システムを搭載した車両を運転、指定されたコースを走行。
コースは 1 周約 800m。一時停止場所や急カーブ、上り下り、右左折、横断歩道の通過など 9 ヵ所のチェッ
クポイントを通過

アクセルやブレーキ、ウインカーの操作状況、加減速時などに発生する G（加速度 ）、コースの走行軌
跡を測定したデータと客観VS自己評価が比較された評価表を配布 (1回目 )

参加者間で安全運転行動について走行の動画表示を見ながら
ディスカッションすることで気づきを促す

車内に設置されたタブレット端末の質問に自己評
価を入力
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国内乗用車メーカー8社が生産する新車（乗用車・貨物車）

に占める自動ブレーキ ( 対車両 ) の台数・割合

国土交通省資料（２０１７年）を基に作成
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再度、同じコースを走行し、測定データと評価表を配付（2回目）。
1 回目と 2 回目の測定データと評価表を比較して、自身の運転がどのように変化したかを確認

※車種により搭載機能が異なります。


